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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第83期

中間連結会計期間
第84期

中間連結会計期間
第83期

会計期間
自　2025年４月１日
至　2025年９月30日

自　2026年４月１日
至　2026年９月30日

自　2025年４月１日
至　2026年３月31日

売上高 (百万円) 53,472 61,510 120,282

経常利益 (百万円) 1,026 2,169 3,170

親会社株主に帰属する中間（当期）純

利益
(百万円) 643 1,541 2,242

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 978 2,380 3,906

純資産額 (百万円) 27,201 31,393 29,517

総資産額 (百万円) 57,504 62,050 62,579

１株当たり中間（当期）純利益 (円) 126.31 307.18 440.48

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 46.3 49.8 46.4

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 1,511 △309 3,014

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △1,088 310 △1,736

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △796 △670 △1,034

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高
(百万円) 12,231 12,188 12,852

（注）１　当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

なお、2026年10月13日付で適時開示しました「その他の関係会社の異動に関するお知らせ」のとおり、株式会社光

通信が同社の子会社並びにその共同保有者である株式会社UH Partners２及び株式会社UH Partners３を通じて間接的

に保有する当社株式の保有議決権数の比率の合計が20％以上となったことから、同社は当社のその他の関係会社とな

りました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や設備投資の持ち直しなどにより、景気は緩

やかな回復基調で推移しました。一方で、物価上昇の継続や深刻な人手不足に加え、円安や中東情勢による原材

料・エネルギー価格の上昇など先行きの不透明な状況が続きました。

　このような状況の中、当社グループは持続的成長と更なる企業価値向上の実現に向けて、中期経営計画“ＮＳク

リエーション2026”を推進してまいりました。中期経営計画の最終年度となる当中間連結会計期間におきまして

も、成長戦略として事業ポートフォリオ分析に基づき事業の選択と集中を進めるとともに、グループ総合力の発

揮、収益力強化と生産性向上などに取り組みました。

 

　以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は615億10百万円（前年同期比15.0％増）、営業利益は21億８百万円

（前年同期比128.7％増）、経常利益は21億69百万円（前年同期比111.4％増）、親会社株主に帰属する中間純利益

は15億41百万円（前年同期比139.4％増）となりました。

 

　セグメント別の概況は、以下のとおりであります。

 

（電機関連事業）

　建築設備分野では、データセンター向けなどインフラ投資需要が引き続き高い水準で推移し、制御機器等の販売

が好調を維持しました。生産設備分野では、生成ＡＩ関連の需要が旺盛であり、半導体設備向けの部品等の販売が

大きく伸長したほか、レーザ加工機の輸出案件も順調に進捗しました。

　以上の結果、売上高は189億63百万円（前年同期比45.9％増）、セグメント利益は11億74百万円（前年同期比

217.7％増）となりました。

 

（機械関連事業）

　農業施設分野では農産物の低温貯蔵設備、産業機械分野では食品関連設備等の受渡しが順調に進みました。建設

資材価格の高騰などを受けて設備投資の抑制が続きましたが、北海道では気候変動対策などを背景に投資が拡大

し、貯蔵設備等の引合い・受渡しが堅調に推移しました。

　以上の結果、売上高は42億70百万円（前年同期比46.7％増）、セグメント利益は99百万円（前年同期はセグメン

ト損失20百万円）となりました。

 

（建設・エネルギー関連事業）

　建材分野では、橋梁資材や北海道新幹線工事向けのセメント・生コンの出荷が順調に推移しました。一方、建築

関連は、人手不足や資材価格高騰に伴う工事案件の減少や進捗の遅れにより伸び悩みました。建設機械分野では、

設備投資の一巡や製品価格の上昇により、新車需要が低調でした。エネルギー分野では、中東情勢の緊迫化に伴い

需給の逼迫した状況が続き、原油価格も高止まりしたことから、ガソリン等の販売量が減少しましたが、原価管理

に努め、採算の改善により収益面は堅調に推移しました。

　以上の結果、売上高は295億91百万円（前年同期比0.9％増）、セグメント利益は４億７百万円（前年同期比

25.6％増）となりました。

 

（海運関連事業）

　連結子会社のナラサキスタックス(株)では、苫小牧及び室蘭において鋼材、石炭、バイオマス燃料などの取扱い

が好調に推移しました。国際輸送は荒天等の影響により取扱量が減少しましたが、新規貨物の獲得や業務効率化、

保有設備の利用拡大に取り組みました。

　以上の結果、売上高は86億84百万円（前年同期比5.5％増）、セグメント利益は４億20百万円（前年同期比

67.1％増）となりました。
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（２）財政状態の状況

　当中間連結会計期間末の総資産は620億50百万円となり、前連結会計年度末に比べて５億29百万円減少しまし

た。総資産の内訳は、流動資産404億13百万円、固定資産216億36百万円であります。総資産が減少した主な要因

は、商品及び製品の減少13億９百万円、現金及び預金の減少10億32百万円、投資その他の資産の増加11億36百万円

であります。

　負債は306億56百万円となり、前連結会計年度末に比べて24億５百万円減少しました。負債の内訳は、流動負債

251億49百万円、固定負債55億７百万円であります。負債が減少した主な要因は、支払手形及び買掛金の減少49億

２百万円、電子記録債務の増加13億52百万円であります。

　純資産は、親会社株主に帰属する中間純利益15億41百万円などにより、前連結会計年度末に比べて18億76百万円

増加し、313億93百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は49.8％（前連結会計年度末は46.4％）となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は121億88百万円（前年同期は122億31百万円）となり、前連

結会計年度末に比べて６億64百万円減少しました。

 

　各キャッシュ・フローの状況と主な要因は、以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、３億９百万円の支出（前年同期は15億11百万円の収入）となりました。

主な収入項目は、税金等調整前中間純利益23億37百万円、棚卸資産の減少額10億１百万円、減価償却費３億80百万

円、長期前払費用償却額１億３百万円であります。主な支出項目は、仕入債務の減少額35億46百万円、法人税等の

支払額６億６百万円、売上債権及び契約資産の増加額５億99百万円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、３億10百万円の収入（前年同期は10億88百万円の支出）となりました。

主な要因は、定期預金の払戻による収入（純減少額）３億68百万円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは６億70百万円の支出（前年同期は７億96百万円の支出）となりました。主

な要因は、配当金の支払額６億51百万円であります。

 

（４）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

（６）研究開発活動

特記すべき事項はありません。

 

３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在
発行数（株）

（2026年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2026年11月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 5,325,600 5,325,600

東京証券取引所

スタンダード市場

札幌証券取引所

単元株式数は100株でありま

す。

計 5,325,600 5,325,600 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2026年４月１日～

2026年９月30日
― 5,325 ― 2,354 ― 619
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（５）【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己株
式を除く。）の総数
に対する所有株式数
の割合（％）

三菱電機㈱ 東京都千代田区丸の内２丁目７－３ 419 8.14

UH　Partners　２投資事業有限責

任組合
東京都豊島区南池袋２丁目９－９ 381 7.41

光通信KK投資事業有限責任組合 東京都豊島区西池袋１丁目４－10 327 6.35

UH　Partners　３第３号投資事業

有限責任組合
東京都豊島区南池袋２丁目９－９ 256 4.98

三菱ＵＦＪ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目４－５ 196 3.81

ナラサキ産業社員持株会
東京都中央区日本橋箱崎町19－21

ナラサキ産業㈱内
177 3.44

極東開発工業㈱ 大阪府大阪市中央区淡路町２丁目５－11 141 2.75

㈱北洋銀行 北海道札幌市中央区大通西３丁目７ 123 2.39

住友大阪セメント㈱ 東京都港区東新橋１丁目９－２ 109 2.11

江田　幸雄 栃木県宇都宮市 107 2.08

計 ― 2,240 43.51
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 176,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,137,700 51,377 －

単元未満株式 普通株式 11,500 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  5,325,600 － －

総株主の議決権  － 51,377 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権12個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式７株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2026年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

ナラサキ産業株式会社

東京都中央区日本橋

箱崎町19番21号
176,400 － 176,400 3.31

計 ― 176,400 － 176,400 3.31

（注）上記のほか、中間連結財務諸表に自己株式として認識している信託銀行（従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付

与ＥＳＯＰ信託口）保有の当社株式が109,100株あります。これは当社と各信託口が一体のものであると認識

し、各信託口が保有する当社株式を自己株式として計上していることによるものであります。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、アーク有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,493 12,460

受取手形、売掛金及び契約資産 18,741 18,544

電子記録債権 4,212 5,012

商品及び製品 3,082 1,772

仕掛品 316 617

原材料及び貯蔵品 48 59

その他 2,012 1,951

貸倒引当金 △5 △5

流動資産合計 41,900 40,413

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,499 4,563

その他（純額） 5,265 5,006

有形固定資産合計 9,764 9,570

無形固定資産 96 111

投資その他の資産   

その他 10,842 11,979

貸倒引当金 △24 △25

投資その他の資産合計 10,817 11,953

固定資産合計 20,678 21,636

資産合計 62,579 62,050
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,803 11,900

電子記録債務 6,211 7,564

短期借入金 1,200 1,200

１年内返済予定の長期借入金 246 291

未払法人税等 675 694

賞与引当金 616 554

その他 2,054 2,943

流動負債合計 27,808 25,149

固定負債   

長期借入金 525 580

特別修繕引当金 72 82

株式給付引当金 － 16

退職給付に係る負債 964 794

その他 3,690 4,032

固定負債合計 5,253 5,507

負債合計 33,062 30,656

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,354 2,354

資本剰余金 1,385 1,629

利益剰余金 22,127 23,018

自己株式 △853 △947

株主資本合計 25,013 26,054

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,885 2,758

繰延ヘッジ損益 2 △0

為替換算調整勘定 173 230

退職給付に係る調整累計額 1,980 1,856

その他の包括利益累計額合計 4,041 4,845

非支配株主持分 462 493

純資産合計 29,517 31,393

負債純資産合計 62,579 62,050
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

売上高 53,472 61,510

売上原価 47,686 54,711

売上総利益 5,786 6,798

販売費及び一般管理費 ※１ 4,863 ※１ 4,689

営業利益 922 2,108

営業外収益   

受取利息 6 14

受取配当金 80 90

持分法による投資利益 2 6

為替差益 40 －

その他 21 31

営業外収益合計 150 143

営業外費用   

支払利息 23 26

為替差損 － 37

その他 22 18

営業外費用合計 46 82

経常利益 1,026 2,169

特別利益   

固定資産売却益 － 4

投資有価証券売却益 － 139

関係会社清算益 － 27

特別利益合計 － 170

特別損失   

固定資産処分損 5 0

投資有価証券評価損 － 2

特別損失合計 5 2

税金等調整前中間純利益 1,020 2,337

法人税、住民税及び事業税 303 630

法人税等調整額 53 129

法人税等合計 356 759

中間純利益 663 1,577

非支配株主に帰属する中間純利益 19 36

親会社株主に帰属する中間純利益 643 1,541
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

中間純利益 663 1,577

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 410 872

繰延ヘッジ損益 2 △3

為替換算調整勘定 △53 57

退職給付に係る調整額 △44 △124

その他の包括利益合計 315 802

中間包括利益 978 2,380

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 951 2,344

非支配株主に係る中間包括利益 26 35
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 1,020 2,337

減価償却費 357 380

長期前払費用償却額 97 103

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 3 △62

退職給付に係る資産負債の増減額 △138 △351

その他の引当金の増減額（△は減少） 0 26

受取利息及び受取配当金 △86 △105

支払利息 23 26

持分法による投資損益（△は益） △2 △6

為替差損益（△は益） △45 38

固定資産処分損益（△は益） 5 △4

投資有価証券売却損益（△は益） － △139

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 1,185 △599

棚卸資産の増減額（△は増加） △729 1,001

仕入債務の増減額（△は減少） 779 △3,546

前渡金の増減額（△は増加） △482 △196

契約負債の増減額（△は減少） 20 429

その他 △67 896

小計 1,954 230

利息及び配当金の受取額 88 105

利息の支払額 △23 △27

法人税等の支払額 △490 △606

その他 △17 △11

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,511 △309

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △236

定期預金の払戻による収入 － 604

有形固定資産の取得による支出 △958 △167

有形固定資産の売却による収入 14 4

長期前払費用の取得による支出 △116 △39

投資有価証券の取得による支出 △4 △4

投資有価証券の売却による収入 12 157

貸付けによる支出 △2 △2

貸付金の回収による収入 3 4

その他 △37 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,088 310

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 223

長期借入金の返済による支出 △130 △123

自己株式の売却による収入 77 32

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △607 △647

非支配株主への配当金の支払額 △6 △4

その他 △130 △150

財務活動によるキャッシュ・フロー △796 △670

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △378 △664

現金及び現金同等物の期首残高 12,609 12,852

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 12,231 ※ 12,188
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【注記事項】

（中間連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

　以下の会社の代理取引に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度

（2026年３月31日）

当中間連結会計期間

（2026年９月30日）

タルヤ建設㈱　他６社（代理取引） 77百万円 大日本土木㈱　他15社（代理取引） 206百万円

 

（中間連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　前中間連結会計期間

（自　2025年４月１日

　　至　2025年９月30日）

　当中間連結会計期間

（自　2026年４月１日

　　至　2026年９月30日）

貸倒引当金繰入額 12百万円 0百万円

従業員給料手当 1,745 1,762

賞与引当金繰入額 448 496

株式給付引当金繰入額 － 16

退職給付費用 △21 △151

 

２　当社及び国内連結子会社は、当中間連結会計期間に係る市場価格のない有価証券の減損処理及び棚卸資産の帳

簿価額の切下げの方法として、切放し法を適用しております。

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2026年４月１日
至 2026年９月30日）

現金及び預金勘定 12,259百万円 12,460百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △28 △272

現金及び現金同等物 12,231 12,188

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2025年５月20日

取締役会
普通株式 利益剰余金 608 120 2025年３月31日 2025年６月９日

（注）　2025年５月20日取締役会決議の配当金総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式に対する配当金

２百万円を含めておりません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

2026年５月19日

取締役会
普通株式 利益剰余金 650 130 2026年３月31日 2026年６月８日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 
電機

関連事業

機械

関連事業

建設・

エネルギー

関連事業

海運

関連事業
合計

調整額

(注)１

中間連結

損益計算書

計上額

(注)２

売上高        

顧客との契約から生じ

る収益
12,996 2,911 29,326 8,230 53,466 － 53,466

その他の収益 － － 6 － 6 － 6

外部顧客への売上高 12,996 2,911 29,333 8,230 53,472 － 53,472

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 188 4 192 △192 －

計 12,996 2,911 29,521 8,235 53,665 △192 53,472

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
369 △20 324 251 924 △2 922

（注）１　セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額には、各セグメントに配分していない全社費用△

２百万円、セグメント間取引消去額△０百万円が含まれております。

２　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。
 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：百万円）

 
電機

関連事業

機械

関連事業

建設・

エネルギー

関連事業

海運

関連事業
合計

調整額

(注)１

中間連結

損益計算書

計上額

(注)２

売上高        

顧客との契約から生じ

る収益
18,963 4,270 29,584 8,684 61,504 － 61,504

その他の収益 － － 6 － 6 － 6

外部顧客への売上高 18,963 4,270 29,591 8,684 61,510 － 61,510

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1 － 219 4 225 △225 －

計 18,965 4,270 29,810 8,689 61,735 △225 61,510

セグメント利益 1,174 99 407 420 2,102 6 2,108

（注）１　セグメント利益の調整額には、各セグメントに配分していない全社費用０百万円、セグメント間取引

消去額６百万円が含まれております。

２　セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 
     

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

１株当たり中間純利益（円） 126.31 307.18

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（百万円） 643 1,541

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益（百万円）
643 1,541

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,096 5,017

（注）１　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　当社では、従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を中間連結財務諸表に

おいて自己株式として計上しているため、上記の１株当たり中間純利益の算定に用いられた前中間連結会計期

間及び当中間連結会計期間の「普通株式の期中平均株式数」は、当該株式数が控除されております（前中間連

結会計期間８千株、当中間連結会計期間74千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　2026年５月19日開催の取締役会において、2026年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、第

83期の期末配当を行うことを決議いたしました。

 

　期末配当による配当金の総額　　　　　　　650百万円

　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　130円

　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　2026年６月８日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年11月12日

ナラサキ産業株式会社

取締役会　御中

 

アーク有限責任監査法人

　東京オフィス

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 森　　久倫

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 福原　崇二

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているナラサキ産業株

式会社の2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月30

日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中

間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において一

般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、ナラサキ産業株式会社及び連結子会社の2026年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国におい

て一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書におい

て中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結

論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として

存続できなくなる可能性がある。

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会

計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 

 

 

（注）１　上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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